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広報

(ア/5・市民プル〉

夏本番を迎え¥子どもだちの歓声が響き7遭っ

ています。

ここは、夏の暑さをいやしてくれる唯一の世

界「市民ブール-.Jo 鈎児用から増波プールまで、

連日¥多くの利用害でにぎわっています。

本当に楽しそうに水しぶきを上げる子どもだ

ち、事故のない楽しい夏を過ごしてください。

市民プールは、 9月刊日まで利用できます。

なお、三浦・松原海水浴場の利用は8月16日

まで。

-学校週5日制の導入.........2-----3ページ
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い
よ
い
よ

2
学
期
か
ら
が
学
校
週

5
日
制
H

が
実
施

さ
れ
、
毎
月
第
2
主
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
の
教
育
の
あ

り
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
ま
す
。

月
1
回
の
学
校
週
5
日
制
が
実

施
さ
れ
る
の
は
、
公
立
の
幼
稚
園

や
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
な
ど

で
す
。

明
治
以
来
、

一
世
紀
以
上
も
続

い
て
い
た
週
6
日
制
も
、
社
会
全

体
が
多
様
化
し
、
著
し
い
変
化
を

す
る
中
で
、
自
ら
考
え
、
判
断
し

行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て

る
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
実
施
さ
れ
る
か
学
校
週
5

日
制
。
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
や
地
域
社
会
で
の
生
活
時
聞
を

使
っ
て
、
違
う
年
齢
の
仲
間
と
の

遊
び
、
自
然
体
験
、
生
活
体
験
な

ど
を
増
や
す
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
資
質
や
能
力
を
根
づ
か
せ
る
と

学校5日制導入で、学校教育、生活設計のあり方が
間われてきそうです。(竹松幼稚園の園児たち)

実
施
に
向
け
て
の
対
策

学
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
週

の
日
課
を
手
直
し
し
た
り
、

学
校

行
事
を
精
選
し
た
り
す
る
な
ど
、

教
育
課
程
を
工
夫
し
て
授
業
を
行

い
ま
す
。

休
み
に
な
っ
て
も
、
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
活
動
の

場
所
が
な
い
、
塾
通
い
を
増
や
す
、

こ
れ
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
住
民
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
、
運
動
広
場
、
屋
内
プ

l
ル
な

ど
の
施
設
の
開
放
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
活

子
ど
も
が
親
と

一
緒
に
過
ご
す

な
か
で
、
生
き
方
や
生
活
の
知
恵

を
学
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

子
ど
も
と

一
緒
に
過
ご
し
、
子

ど
も
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う

の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地

区
の
催
し
へ

の
参
加
、
読
書
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
い
ろ
ん
な
も
の
に

挑
戦
さ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
旨
フ
か
。

ま
た
、
学
習
指
導
の
改
善
な
ど

で
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
に

基
礎
的
基
本
的
な
力
が
定
着
す
る

よ
う
努
力
が
な
さ
れ
ま
す
。

休
み
で
あ
る
第
2
土
曜
日
の
午

前
中
は
、
運
動
場
や
体
育
館
も
開

放
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

動
に
進
ん
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

地
域
の
方
々
の
援
助
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視

し
た
い
ま
ま
で
の
教
育
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
'趣
味
や
文
化
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
個
性

や
創
造
性
を
重
視
す
る
「
生
涯
学

習
体
系
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

市
で
も
、

学
校
週
5
日
制
に
伴

い
休
み
で
あ
る
第
2
土
曜
日
は
、

子
ど
も
た
ち
が
有
効
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教

育
・
文
化
・
体
育
施
設
な
ど
を
開

放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
家
族
で
じ
っ
く
り
と
計
画
を

た
て
ら
れ
、
子
ど
も
の
な
お

一
層

の
成
長
の
た
め
い
ろ
ん
な
も
の
に

挑
戦
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

剖周電患否回霞

f) 

毎月第2土曜日

・子ども映画会 10 : 00"-'11 : 30 
・ジユ二戸クッキングスクール 9:30"-'11:30 
中学生対象(申し込みが必要です〉

コミュニティセンター
(中央公民館まま54-3161) 

g周が島笥包昌国国恒

市立図書館 ft52-2457

あいている時間 9 : 00"-'17 : 00 
(月曜日と火曜日の午前は休みです〉

第2土曜日は9: 00から児童室もあ

いています。

あいている時間 9 : 00"-'17 : 00 
(月曜日と火曜日の午前は休みです〉

中地区公民館 ft53-1376)

史料館企53-1979

園田・・馳
S
E
Z
E
Z
Z
E
E
Z区

凶-肉凶
閑凶肉凶閑凶岡凶岡凶

・肉
¥
lノ

毎月第2土曜日の午前中、無料開放します0

・市営野球場〈申し込み制〉

・補助グランド
・森園運動広場 〈申し込み制〉

・南部運動広場

・北部運動広場

・大村市相撲場

・鈴団地区相撲場

場広動運
f
l
¥
 

ず

守肉M開凶岡M欄凶関凶肉凶肉凶肉凶関凶岡凶肉凶肉凶岡M関...閑凶肉凶肉凶岡凶関凶岡凶関凶閑凶伺M肉凶..関凶閑凶開M関凶閑凶閃凶肉凶岡凶岡凶開凶肉凶関凶肉凶閃凶開凶関凶肉."‘F

毎月第2土曜日

・子ども映画会 10 : 00"-'竹:30 
・図書室 9 : 00"-'12 : 00 

(貸し出しのみ行います〉

rWJlllIIIIJlllIIII岡山岡〈 市営テニスコート 〉…刷、

i岳月第2土曜日の午前中、無料開放します

i ・1久富コート (申し込み制〉

i ・小路口コート(申し込み制) i 
寺刷剛刷

r..............'c 屋内ブール ft52-2322〉……凶3

i包月第2土曜日 10 : 00~12 : OOC無料開放します)

著剛 刷刷刷刷刷刷 刷刷刷刷剛剛剛剛刷剛刷刷剛剛 刷 刷 刷 剛 剛 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 刷 剛 剛 刷 剛 岡 . . .:

(琴平スカイパーク ft55-4641) 

竹松住民センターでの
わらぞうりづくり

西大村地区コミュニティセンター
(西大村地区公民館 ft53-4979)

毎月第2土曜日

・市民映画会

- 2-

図書室は、毎月第2土曜日!ct9 : 00"-'12 : 00ぎであいています。

三浦・鈴田・萱瀬・竹松・福重・松原住民センター14 : 00"-'15 : 30 

r.........肉付 畏体育館 ft53-1日2〉… 岡山1
i信用第2土曜日 9 : 00"-'12 : 00 
i小体育室を無料開放します。 ー

※各運動施設とも、大会があるとき

は開放できません。

申し込み制・一体育課 (ft53-4111内

線366・367)へ申 し込んでくださレ。

似てターゴルフ・人工草スキー
(毎月第2土 曜 田:ぃ:00まて無料)
開放…幼稚園、小 ・中学生のみ

野岳湖キャンフ。場

-トリム広場

(毎月第2工曜日午前中は
小・ 中学生は30%割引琴平スカイパーク
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H
永
年
勤
続
者
を
表
彰
H

平
成
4
年
度
の
町
務
連
絡
員
総

会
が
7
月
9
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

聞
か
れ
、
長
年
、
行
政
と
町
内
会

の
調
整
役
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
永
年

勤
続
者
の
表
彰
や
、
町
内
会
活
動

な
ど
の
あ
り
方
・
方
針
な
ど
が
協

地域発展にご尽力されている永年勤続者の

表彰などが行われた町務連絡員総会

(7/9・市コミセン)

議
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

0
日
年
:
・
西
田
西
雄
(
堺
町
)

o
m年
:
・
今
回
光
明
(
陰
平
上
)
、

小
西
守
(
横
山
頭
)

依田 市さ役所の~周
を怯

す① よ旨妻と三 毒庁聞

O 

包包
固
第4 

拶

。5
年
:
・
金
子
宰
(
中
里
上
)
、

岩
永
誠
(
陰
平
下
)
、
渡
法
秋
利

(
木
場
)
、
池
田
常
雄
(
向
木
場
)
、

相
川
理
一
(
本
小
路
)
、
上
田
光

成
(
幸
町
)
、
木
村
博
昌
(
中
諏

訪
)
、
紛
永
溝
登
(
中
央
町
)
、
迎

恒
夫
(
水
田
2
区
)
、
松
尾
友
市

(
松
山
町
第
2
)
、
楢
原
邦
弘

(
今
津
町
)

少年非行防止などを

積極的に推進

=市連合防犯協会総会=

大
村
市
連
合
防
犯
協
会
の
総
会

が
6
月
初
日
、
市
役
所
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

総
会
に
は
、
市
関
係
者
・
警
察
・

各
地
区
防
犯
協
会
な
ど
約
印
人
が

出
席
。
-
自
主
防
犯
活
動
・
盗
犯

防
止
活
動
・
少
年
非
行
防
止
と
環

長崎←→札幌線 開設長
崎
l
札
幌
聞
の
開
設
を
祝
う

関
係
者

(
6
/悶
・
長
崎
空
港
)

境
浄
化
活
動
・
暴
力
追
放
活
動
な

ど
を
推
進
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
西
大
村
地
区

防
犯
協
会
副
会
長
の
川
添
賓
さ
ん

と
、
福
重
地
区
防
犯
組
合
(
三
根

初
冬
組
合
長
)
へ
、
県
防
犯
協
会

連
合
会
か
ら
贈
ら
れ
た
功
労
章
が
、

前
田
助
役
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

札幌へ直行
二JAS開設の定期航空路二

日本エアシステム (JA S)の、長崎一

札幌間の直行定期航空路が 6月19日開設さ

れ、空の旅がまた一つ楽しく、便利になり

ました。

長崎空港からの北海道直行便は初めてて:

運航は週 3往復。所要時間も、今までの羽

田経由から約 2時間短縮の 2時間30分とな

ります。

第 1便出発前に行われた初使セレモニー

には、県や地元大村市の関係者などが出席。

機長への花束贈呈、テープカットなどで就

航を祝し、ました。

現在、長崎空港利用客は年間 240万人。

今後も、国内定期路線、国際路線などのま

すますの充実に期待がかかっています。

4 

お
貸
し
し
ま
す

浪
漫
派
街
宣
言

ビ

デ

オ

市
制
施
行
叩
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
「
浪
漫
派
街
官
=一一一口」

の
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
物
語
の
主
人
公
は
、
一
人

ひ
と
り
の
市
民
、
舞
台
は
大
村
の

街
、
そ
し
て
テ
l
マ
は
大
い
な
る

浪
漫
で
す
。

自
然
、
歴
史
、
天
正
少
年
使
節
、

ハ
イ
テ
ク
技
術
の
開
拓
、
地
場
産

業
、
福
祉
活
動
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
が
映

し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

※
ビ
デ
オ
は
お
貸
し
し
ま
す
が
、

販
売
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
(
貸
出
期
間
は
原
則

と
し
て
3
日
間
)。

ビ
デ
オ
の
種
類

V
H
S
方
式
で

泊
分
と
日
分
が
あ
り
ま
す
。

貸
し
出
し
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課
ま
た
は
、
市
コ
ミ

セ
ン
へ
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簡
易
水
道
・
市
立
病
院
な
ど

年
金
積
立
金

ω還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
の
保
険
料
の
積
立

金
は
、
住
民
生
活
の
安
定
向
上
に

直
接
役
立
つ
よ
う
、
そ
の
運
用
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
年
金
積

立
金
還
元
融
資
は
、
地
方
公
共
団

体
が
行
う
公
共
施
設
整
備
事
業
資

金
の
一
部
に
充
て
ら
れ
、
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す

0

1
平
成
3
年
度
の
事
業
で
資
金
の

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
巴

低
利
融
資

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保

険
や
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
が
、
一
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
・

購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の
に
必

要
な
資
金
を
低
利
、
長
期
で
融
資

を
受
け
る
の
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
金
融
公
庫
融
資
と
あ
わ
せ
て
、

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
住
ま
い
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
所
の
福

利
施
設
、
保
養
施
設
な
ど
の
充
実

の
た
め
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

一
部
に
融
資
を
受
け
だ
も
の
l

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
・南
部
大
村
地
区

簡
易
水
道
事
業

市
立
病
院
事
業
・・・・人
工
呼
吸
器
な

ど
の
医
療
機
器
M
機
種

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
:
:
し
尿
処

理
施
設
整
備

融
資
額
総
額
1
億
8
、

7
0
0

万
円く

ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す

市
立
病
院
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
肺
機
能
測
定
器
」

郵
便
局
の
簡
保
資
金

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の

た
め
確
実
・
有
利
な
方
法
で
運
用

さ
れ
、
し
か
も
市
町
村
な
ど
の
地

方
公
共
団
体
へ
の
融
資
を
通
し
て

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

ー
平
成
3
年
度
の
事
業
で
資
金
の

一
部
に
融
資
を
受
け
た
も
の
l

公
営
住
宅
:
:
中
央
ア
パ
ー
ト
・
植

松
団
地

道
路
整
備
:
:
坂
口
皆
同
線
・
杭
出

津
松
原
線

橋
り
ょ
う
整
備
:
:
今
村
橋

基
地
対
策
:
:
上
久
原
芋
堀
子
線
・

西
小
路
排
水
路

公
園
整
備
:
:
池
田
湖
公
園
・
富
ノ

原
第
二
公
園
7

岳
ノ
木
場
公
園
・

5 



カメラ

スポットo 

4
非
行
防
ヰ
な
ど
呼
び
か
け

(
7
/
4
・
中
央
商
庖
会
ア
ー
ケ
ー
ド
)

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
「
青
少
年
の
非
行

防
止
」
を
推
進
し
よ
う
と

7
月

4
巳
、
市
内
戸
l
ケ

ー
ド
で
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
、ガ
行
わ
れ
ま
し
芝
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
保
護
司
会
、
青
少
年
健
全
育
成

会
、
婦
人
団
体
な
ど
包
団
体
約

2
0
0人
、
ガ
参
加
。

郡
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
、
風
船
や
チ
ラ
シ

を
配
り
市
民
の
理
解
・
協
力
を
訴
え
ま
し
だ
。

ぎ
芝
、
同
什
巳
は
大
村
・
東
彼
地
区
の
中
・
高
校

生
何
人
、ガ
参
加
し
て
の
青
少
年
弁
論
大
会
が
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、
吉
岡
枝
生
の
部
で
松
崎
圭
彦
さ
ん
(
大

村
工
業
高
校
)
、
ガ
優
勝
さ
れ
ま
し
芝
。

街頭パレード

広報おおむら平成 4年 8月号

-
f
Jは
じ
め
ィ
、

な
レ
弘
幸
氏

本
fh
T芝
、

5

A
?

に
つ
い
て

'
ふ
寸
，
，
g
干

白

砂

凶

e
g
--

A経済受流弧大を促進

(7/6・市役所)

中国・上海市の農村経済警察団(索以星毘

長・ 5人〉ガア月6目、市役所を表敏訪問さ

れましだ。

害察団は、農業技術などで受流を深めてい

る大村市巴中:)(流研究会の招きで来日。棄団

長は¥大村市について「風光明美で活気があ

るJ とあいさつ。松本市長は「文化交流だけ

でなく¥経済交流にもさらに力を入れだし¥...J

と話しましだ。

一行は3日間滞在、市内の農協や青果市場

生産農家、育苗センターなどを視察しましだ。

惨楽しいキャンプを
(7/13・野岳湖キャンプ場)

キャンプシーズンを迎えア

月13白、野岳湖キャンプ場の

山開き式ガ行われまし芝。

野岳湖キャンプ場は、緑豊

かな自然、湖畔に映えるバン

ガ口ーなどを育し、県内屈指

のキャンプ場。毎年、だくさ

んの利用害でにぎわいます。

式には、松本市長や地元代表など約30人ガ

出馬、神事なとで期間中の無事故を祈りまし疋。

(6/26・市役所)

大村ライオンズクラブ(尾崎嘉生会長 .79
人〉は、市ヘカーブミラー2墓を寄贈。 6月

26日、尾崎会長から松本市長(石〉へ目録ガ手

渡されました。

同クラブガ、昨年力一ブミラーの清掃奉仕

をしだ際、カーブミラーの設置されていない

危険個所ガチェッケされ、今回の寄贈となっ

だものです。

弁論大会

Vカーブミラー寄贈

J
R
九
州
で
は
、
質
の
高
い
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し
て
7
月

日
日
、
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
J
R
大
村
線
も
増
発
さ
れ
、

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
?

あ
な
た
の
そ
ば
の

動
信
協
グ

勤
信
協
と
は
、
労
働
組
合
が
な

い
企
業
で
働
い
て
い
る
人
が
金
融

機
関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
、

そ
の
保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

融
資
を
受
け
や
す
く
し
、
働
く
人

々
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
保
証
機
関
で
す
。

利
用
で
き
る
人

-
申
込
日
現
在
の
職
場
に

2
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
人

-
平
均
月
収
が
返
済
払
込
月
額
の

4
倍
以
上
で
あ
る
こ
と

さ
ら
に
便
利
に

イ
ナ
|
(
快
速
)
が
増
発

- 6-

ヤ改正

シーサイドライナー(快速)

大

(佐上世保方り面) (長下崎方り面)
村

線
9本今15本 10本今13本

各駅停車上下4本増発

掛本線 特急かもめも増発

ダ イ-
市
長
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書

が
発
行
で
き
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
働
長
崎
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会

(
県
庁
労
政
福
祉

課
内
8
0
9
5
8
⑧
3
4
8
1
)

内 ~ヤf 冠そ婚の葬他生祭活・自に動必車要購な入資・金医療・

保証限度 150万円

保証期限 7年 000万円までは5年)

貸付利率 7.7% 

連帯保証人 原則 1人以上

保 証 率 当(初年)債×務O保.3証6%額×保証期間

ι1 

で40人。 そのうち、 14

人の方が車に乗車中亡

くなり 10人の方がシー

トベノレトを締めておら

れませんでした。

これら交通死亡事故

の中でも、シートベノレ卜を締めて

いたなら生存可能であったと思わ

れる人が40%近く推認され、シー

トベノレトの非着用が交通死亡事故

を増加させる要因となっています。

九州各県警察では、毎月 20日を

シートベノレト 着用「強化デー」 と

指定して指導 を強化することとし

ています。

g，ートベルトi歩
3\恕たを守~\，~係官5鋼

毎月r20日」は
シートベルト着用強化デー

県内の交通事故によ

る死者は、 6月末現在

大村警察署
大村市交通安全協会

行
方
不
明
書
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か

8
月
は
『
身
元
確
認
強
調
月
間
』

で
す
。身

寄
り
や
お
知
り
合
い
の
人
で

・
自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
る
・
病
気

を
苦
に
し
て
家
出
し
た
・
働
き
に

出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら
な
い

-
犯
罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
ご
心
配
の

人
は
最
寄
り
の
警
察
署
お
よ
び
派

出
所
、
駐
在
所
、
県
警
本
部
の
「
警

察
相
談
室
」
を
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

。
特
別
相
談
所
「
ゆ
く
え
不
明
者

を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

日

時

8

月
刊
日
側
、
午
前
9
時

i
午
後
5
時

場
所
平
和
ピ
ル

1
階
市
民
相
談

室
(
諌
早
市
高
城
町

η)

7 -



老
齢
福
祉
年
金
証
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

(
緑
色
の
手
帳
で
す
)

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

8
月
日
日

ω
l
m日

出

(
必
着
)

送
り
先

保
険
年
金
課
年
金
係

(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る

人
は
、

8
月
分
の
支
払
い
を
受
け

た
ら
す
ぐ
に
証
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

(
8
月
日
日
か
ら
受
給
で

き
ま
す
)。
所
得
制
限
な
ど
で
1
年

間
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
た
人
も

提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
権
者
の
人
に
は
、

7
月
末

に
返
信
用
封
筒
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
証
書
を
入
れ
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
(
切
手
は
不
要
)。

「公
的
年
金
申
立
書
」
が
送
ら

れ
て
き
た
人
は
記
入
の
う
え
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
も
同

時
に
受
け
て
い
る
人
は
、
初
日
ま

で
に
そ
の
公
的
年
金
証
書
と
印
鑑

を
持
参
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
忘
れ
る
と
年
金
が

チ大会、ソ

市制50周年記念

E国 花の街スケ
入賞者

市制50周年特別賞

山田香里さん(竹小 2年)の作品

大
村
商
工
会
議
所
会
頭
賞

島
内
理
恵
子
さ
ん
(
三
城
小
6
年
)
の
作
品

6
月
7
日
の
市
制
印
周
年
記
念
第
4
回

花
の
街
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
は
、
雨
天
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
、ざ
い
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
2
8
1
点
て
、
上
位
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

。
市
制
印
周
年
特
別
賞

山
田
香
里

(
宮
小
路
2
丁
目
・竹
小
2
年
)

。
大
村
商
工
会
議
所
会
頭
賞

島
内
理
恵
子

(
武
部
町
二
ニ
城
小
6
年
)

。
大
村
商
工
会
議
所
副
会
頭
賞

近
藤
悠
樹
(
池
田
1
丁
目
・西
大
村
小
3
年
)

@
最
優
秀
花
し
よ
う
ぶ
賞

道
脇
ゅ
う
子
(
植
松
1
丁
目
・中
央
小
2
年
)

@
最
優
秀
あ
じ
さ
い
賞

山
岸
由
佳
(富
の
原
1
丁
目
・富
の
原
小
1
年
)

@
最
優
秀
風
景
糞

渡
辺
健
太
郎

(
原
口
町
・竹
松
幼
稚
園
)

そ
の
他
人
賞
作
引
点

国
民
年
金
作
文
コ
ふ
っ
l
ル

皆
今
、
ん
A
W
作
品
ま
っ
マ
ま
守
/

明
る
い
家
庭
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
家
庭
の
様
子
な
ど
、

テ
ー

マ
に

そ
っ

た
作
品
を
ま

っ
て
い
ま
す
。

作
文
の
内
容
・
だ
れ
で
も
老
後

は
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の

制
度
と
し
て
、
ま
た
万

一
(
障
害
・

遺
族
年
金
)
の
場
合
に
備
え
る
制

度
と
し
て
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
、
支
え
合
う
と
い
う
制
度

で
す
。家

庭
と
年
金
の
関
係
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん
の
年
金
な
ど

の
話
を
聞
き
、
自
分
で
知
り
感
じ

国民健康保険被保険者の皆さん

お酒とうまく付き合おう

た
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い

0

・
ま
た
、
市
内
に
は
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
の
積
立
金
(
還
元
融
資
)

を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
施
設
(
市

立
病
院
、
簡
易
水
道
、
市
民
体
育

館
、
市
民
プ
ー
ル
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
本
町
保
育
所
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
、

清
掃
車
な
ど
)
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
利
用
、
見
学
し
て
思
っ
た

こ
と
な
ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い

0

・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
も
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
出
や
お
考
え
な
ど
が

ス トレスや疲労回復の効果が期待できるお酒も、

飲み方次第では肝臓や胃腸障害、高脂血症、二日

酔いな Eの原因になります。飲みすぎに注意 して

成人病予防に心がけたいものです。

上手なお酒とのつきあい方

①酒のさかなは、野菜、肉、魚など栄養バランス

を考えて。

②自分の適量を知り、度をすごさない。

③濃いお酒は、必ず、水やお湯で害Ijって飲む。

④急ピッチてや飲まず、マイペースで。

⑤二 日酔いと睡眠不足にならないために夜12時を

過ぎたら飲まない。

今月は 5月にかかった医療費をお知らせします。

ご不明な点は保険年金課保険係へお尋ねください。

あ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

-
そ
の
ほ
か
年
金
(
厚
生
年
金
を

含
む
)
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

作
文
の
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿

用
紙
2
枚
寸
ら
い
(
た
て
書
、
未

発
表
の
も
の
)

応
募
で
き
る
人

市
内
在
住
の
人

※
児
童

・
生
徒
の
部
、

一
般
の
部

(高
校
生
以
上
)
が
あ
り
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
刊
日
制
(
消
印

有
効
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金

課
年
金
係
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
詳
し
い
応
募
要
領
は
保
険
年
金

課
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

- 8 



( 

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
質
汚
濁
防
止
法
て
は
、

市
長
が
生
活
排
水
を
排
出
す
る
も

の
に
対
し
て
指
導
・
助
言
お
よ
び

勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
大
村
湾
浄
化
対
策

等
と
し
て
、
「
大
村
市
環
境
保
全

条
例
」
に
基
づ
く
建
築
協
議
に
よ

る
処
理
施
設
の
設
置
指
導
や
「
生

活
排
水
対
策
推
進
員
制
度
」
「
家

庭
で
出
来
る
浄
化
対
策
L

な
ど
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
こ
れ
を
含
め
た
法
律
に
基
づ

く
「
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
」

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

規
制
係

制
器
削
向
山
富
田
拶
告
窟
既
成

水
質
を
調
べ
よ
う

-
鈴
田
川
(
似
田
橋
付
近
)

日
時

8
月
5
日
側
、
午
前
9
時

ー
ロ
時

-
大
上
戸
川
(
金
丸
橋
付
近
)

日
時

8
月
お
日
師
、
午
前
9
時

i
2土
寸

-
E
A
n
n
H
 

・
郡
川
(
才
又
橋
付
近
)

日
時

8
月
初
日
側
、
午
前
9
時

l
u
時

共
催
大
村
市
・
大
村
保
健
所
・

大
村
市
薬
剤
師
会

※
川
の
中
に
入
る
の
で
長
靴
な
ど

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

(
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
)

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課
公
害

規
制
係

ー
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定

l

こ
の
指
定
に
伴
い
大
村
市
は
、

「
生
活
排
水
対
策
市
町
村
L

と
し

て
生
活
排
水
対
策
の
実
施
を
推
進

す
る
た
め
に
、
「
生
活
排
水
対
策

推
進
計
画
」
を
本
年
6
月
口
日
策

定
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
生
活
排
水
対
策
の
実
施
の
推
進

②
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備

③
生
活
排
水
対
策
に
係
る
啓
発

④
そ
の
他
生
活
排
水
対
策
の
実
施

の
推
進

以
上
の
内
容
に
従
っ
て
大
村
市

は
、
生
活
排
水
対
策
の
実
施
に
必

時
/

/

4

を
超
え
、
年
々
悪
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
印
年
の
調

査
に
よ
る
と
、
大
村
湾
へ
流
入
す

る
汚
濁
物
質
の
う
ち
約
6
割
が
生

活
排
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
水

質
汚
濁
防
止
法
が
平
成
2
年
、
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
従
来
の
工
場
・
事
業
所
中

心
的
な
対
策
に
生
活
排
水
対
策
が

加
え
ら
れ
、
県
・
市
町
村
・
住
民

の
責
務
が
明
記
さ
れ
た
、
」
と
で
す
。

さ
ら
に
、
対
策
が
特
に
必
要
な

地
域
と
し
て
平
成
3
年
3
月
、
大
村

湾
流
域
が
生
活
排
水
対
策
重
点
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

川
に
は
た
く
さ
ん
の
生
物
が
い

ま
す
が
、
汚
れ
の
程
度
に
よ
り
住

ん
で
い
る
生
物
の
種
類
が
違
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
物
の
観
察
の
中
か

ら
、
河
川
の
水
の
状
態
を
知
ろ
う

と
実
施
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

次
の
3
か
所
で
実
施
し
ま
す
。

環
境
衛
生
課
公
害

大
村
湾
の
水
質
汚
濁
の
状
況
は
、

昭
和
日
年
環
境
基
準
値
C
O
D
2

今年3月実施された沿岸清掃(大村公園先沿岸)

8月30日(日)は
大村湾沿岸一斉清掃の日ですノ

わたしたちが住んでいる大村市をきれいにす

るだめ¥8月30臼(日)に大村湾沿岸一斉清掃を行

いきす。

みんなの力で¥川、そして大村湾をきれいに

しましよう。

08月30日を中心に大村湾関係 4市 9町内てや、

一斉に沿岸清掃が行われます。(海に面して

いない市・町では、河川の清掃が行われます)

O大村湾をきれいにする会大村支部では、所属

団体ごとに沿岸清掃の担当区域・日時を決め

ています。

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボート部艇庫前沿岸〕

(合成洗剤を追放する大村市連絡会 [町内会も

加入]担当区域)

日時 8月30日(日)、午前 7時30分 (6時30分ご

ろ干潮)

事務局 環境衛生課公害規制係(内線142)

※なお、当日は長靴をはいて来てください。

(雨天中止)

ーみんなの力で海岸はスッキリー

重点地域の指定
平成3年3月128

広報おおむら平成 4年 8月号
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がんP2ずね/

夢
へ
の
挑
戦
〆

ー
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

l

松
下
長
吾
さ
ん

(
お
歳

・
西
三
城
町
)

お
み
ご
と
特
別
賞

ー
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
ー

「
5
月
ご
ろ
か
ら
ほ
と
ん
ど
か

か
り
っ
き
り
、
家
に
帰
る
の
は
朝

方
が
多
い
」
と
い
う
松
下
さ
ん
。

青
年
会
議
所
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
夏
越
ま

つ
り
の
事
務
局
担
当
と
し
て
フ
ル

回
転
さ
れ
て
い
る
。

例
年
延
べ
初
万
人
が
参
加
、
市

民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て
定
着

し
た
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
、

今
年
で
ロ
回
目
を
迎
え
、
8
月
1

日
か
ら
3
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

先
代
が
築
き
上
げ
て
き
た
礎
を

基
盤
に
、
今
年
は
「
夢
へ
の
挑
戦

1
共
に
創
り
、
共
に
楽
し
め
る
ま

つ
り
の
実
現
へ
向
け
て

1
」
を
テ

ー
マ

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

¥
 

国
際
協
力
事
業
団
の

「高
校
生

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、

全
国
か
ら
8
、
9
4
5
編
の
作
品

が
応
募
さ
れ
、
ヤ
オ
さ
ん
が
み
ご

と
審
査
員
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
。

ヤ
オ
さ
ん
は
、
向
陽
高
校
国
際

科
の
3
年
生
。
大
村
難
民

一
時
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
通
訳
の

仕
事
を
す
る
父
親
の
招
き
で
、

4

年
前
、
母
・
妹
と
3
人
で
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
来
日
、
西
大
村
中
学
校
で

1
年
間
日
本
語
を
勉
強
後
向
陽
高

校
に
入
学
。

エ
ッ
セ
イ
は
、

か
知
恵
と
勇
気

を
だ
し
あ
っ
て
。
と
題
し
て
。

「東
南
ア
ジ
ア
修
学
旅
行
の
際
、

ベ
ト
ナ
ム
国
籍
と
い
う
こ
と
で
マ

今
回
は
特
に
、
今
ま
で
の
課
題

で
あ
っ

た
組
織
の
拡
大

・
強
化
、

ま
つ
り
の
核
と
な
る
神
事
の
充
実
、

催
し
物
の
充
実
な
ど
に
力
を
い
れ

て
き
た
。

昨
年
末
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た

組
織
拡
大
も
実
現
、
黒
丸
踊
り
や

コ
ツ
コ
デ
シ
ョ
も
出
演
す
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

企
画

・
運
営
・
設
営

・
撤
去
ま

で
、
約
1
7
5
団
体
の
協
賛
で
続

い
て
き
て
い
る
大
村
の

一
大
イ
ベ

ン
ト
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
L

。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
創
り
、

い
つ
ま
で
も
伝
承
さ
れ
る
ま
つ
り

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ

P

フ。

レ
l
シ
ア
に
入
国
で
き
ず
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、

固
と
固
と
の
争
い
で
犠
牲
に
な

っ

た
悔
し
さ
、
悲
し
き
」「
将
来
、
ア

ジ
ア
に
E
C
(欧
州
共
同
体
)
が

で
さ
る
こ
と
へ
の
願
い
、
そ
し
て
、

す
べ
て
の
地
球
上
の
人
々
が
、
知

恵
と
勇
気
を
出
し
あ

っ
て
、
本
当

に
住
み
や
す
い
地
球
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
」
な
ど
と
、
切
々
と
訴
え

て
い
ま
す
。

「
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
、
こ

れ
も
先
生
方
や
友
達
の
お
か
げ
」

と
、
受
賞
を
喜
ぶ
ヤ
オ
さ
ん
で
す

が
、
大
変
な
努
力
家
だ
そ
う
で
、

現
在
大
学
進
学
へ
向
け
寸
暇
を
惜

し
ん
で
勉
強
中
だ
そ
う
で
す
。

フ
ア
ム
・
テ
ィ
・
ク
イ
ン
・
ヤ
オ
さ
ん

(
却
歳
・
松
並
べ
|
丁
目
)

広報おおむら平成 4年 8月号

なかよし家族
湯田さん家族(日泊町)

右
か
ら
、
タ
ミ
さ
ん
側
、
信
義
さ
ん
側
、
健
士
郎
く
ん
旬
、
可
菜
子
ち
ゃ
ん
側
、

ス
エ
さ
ん
側
、
総
士
郎
く
ん
帥
、
康
士
郎
く
ん

ω、
智
津
子
さ
ん
M

側
、
昭
さ
ん
側

私
の
家
は
、
9
人
家
族
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
似
歳
で
す
が
、

と
て
も
元
気
で
す
。
長
生
き
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
み
か
ん
を
作
っ
て

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
詩
吟
や
大

正
琴
を
習
っ
て
、
昼
間
働
い
て
、
夜
勉

強
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
、
仕
事
に

行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
6
年
生
で
、
ひ

ま
な
時
は
、
ピ
!
ズ
で
人
形
を
作
っ

た

り
、
フ
ェ
ル
ト
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ど

を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
な
か
よ
し
家
族
で
い
た

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

(
可
菜
子
)

() <<、

大村
パスケ勺トポ....，1-，ワ弓ヴ

ス
ピ
ー
ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
相

手
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
目
指
す
男
幻

人
、
女
ロ
人
の
大
村
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
市
民
体
育
館
で

く
り
広
げ
ら
れ
る
練
習
で
は
、
最

近
、
特
に
平
均
年
齢
の
若
返
っ
た

部
員
た
ち
が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

美
男
美
女
の
宝
庫
と
し
て
、
町

の
ひ
そ
か
な
う
わ
さ
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
(
?
)
。

わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
目
標
は
、

難
民
へ
の
思
い
や
り
理
解
に
対
し
、
松
本

市
長
へ
お
礼
を
述
べ
る
プ
リ
ム
代
表

(
7
/
6
・
市
役
所
)

難民への理解に感謝

j
a
F
 

ei 

「
策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

M
-
b
L
 

E

A

‘‘‘・

4'

r

?

、u
晶
、

，，
F

.
，e

・大相脇下冨脇田

初
代
藩
主

・
大
村
喜
前
が
、
慶
長
4

年

(1
5
9
9
)
に
玖
島
城
を
築
き
城

下
町
を
形
成
し
ま
し
た
が
、
最
初
に
で

き
た
次
の
五
つ
の
小
路
が
五
小
路
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

今
で
も
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま

す。-
本
小
路
武
家
屋
敷
跡

1
「
小
路
」

割

10 -

n
bi八

(

n
-
v
 

げ

品約日
月
の
全
国
青
年
大
会
。
た
だ
い

ま
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
猛
(
?
)

練
習
の
日
々
で
す
。
練
習
が
終
わ

っ
た
後
の
そ
う
快
さ
は
、

言
い
よ

う
の
な
い
満
足
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
た
い

と
思
わ
れ
る
方
、

一
度
体
育
館
で

の
練
習
を
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ト
の
中
で
一
緒

に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
い
ま
、
男

・
女
と
も
部
員

募
集
中
で
す
。

練
習
日
(毎
週
)
木
曜
日
・
:
午
後

7
時
初
分
i
9
時
初
分
、
日
曜
日

・・・
午
後
7
時
i
9
時

連

絡

先

財

津

(
昼
宮
@
1
5
5

2
、
夜
宮
@
1
1
7
8
)

唱、‘} 

国連難民高等弁務官事務所のギィ・プリム

駐日代表が 7月 9日、松本市長を表敬訪問、

難民問題への日ごろの協力に感謝された。

同事務所は、難民問題への支援などを行う

機関ですが、大村難民一時レセプションセン

ターも 定期的に視察されている。

同センターに対する市の対応についてプリ

ム代表は、 「規模は小さいが、思いやりと市

民の理解の強さを感じている」と話された。

また、プリム氏は、 G7 (先進国首脳会議)

にもふれ、難民問題が採択されたことで、関

心が高まっていることを喜ばれた。

当時の面影を残す武家屋敷跡

(草場IJ、路武家屋敷跡)

り
出
し
の
元
で
、
大
村
公
園
入
口
付
近

(
市
民
体
育
館
入
口
交
差
点
)
の
鳥
居

か
ら
東
側

へ
約
6
8
6
m
続
い
て
お
り
、

大
村
藩
会
所

・
五
教
館

・
上
級
家
臣
の

屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

-
外
浦
小
路
武
家
屋
敷
跡
H
H
最
初
、
西

彼
杵
半
島
の
外
海
の
武
士
を
住
ま
わ
せ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

-
小
姓
小
路
武
家
屋
敷
跡
H
H
最
初
、
藩

主
の
側
近
く
仕
え
た
小
姓
が
住
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

-
上
小
路
武
家
屋
敷
跡

l
最
初
は
「
尾

の
上
小
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

斎
藤
道
場

・
浅
田
大
学

・
松
林
飯
山

な
ど
幻
戸
の
屋
敷
が
続
い
て
い
ま
し
た

0

・
草
場
小
路
武
家
屋
敷
跡
l
別
名
「
袋

小
路
」
と
も
呼
ば
れ
、

5
戸
の
屋
敷
や

円
融
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
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実
施
期
間

1
年
中
(
た
だ
し
、
祝
祭
日

を
除
き
ま
す
)

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

負
担
金
子
宮
頚
が
ん
1
、
0
0
0
円

子
宮
体
が
ん
7
0
0
円
、
乳
が
ん
4
0
0

円
そ
の
ほ
か
、

1
年
中
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
立
病
院
で
も
「
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

9
月
ご
ろ
予
定

後
日
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
人
は
無
料

に
な
り
ま
す
。

-
刊
歳
以
上
の
人

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

・
生
活
保
護
受
給
者
の
人

詳
し
い
こ
と
は
環
境
衛
生
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

健
康
な
と
き
こ
そ
検
診
を
f

ー
年
に

1
函
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

1

「
自
分
は
か
ら
だ
に
異
常
が
な
い
か
ら

健
康
診
査
は
必
要
な
い
」
と
、
思
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
が
ん
」
な
ど
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
ゆ
く
場
合
が

多
い
の
で
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
は
、
体
が
な
ん
と

も
な
い
か
ら
と
い
っ
て
適
切
な
措
置
を
と

ら
な
い
で
お
く
と
、
確
実
に
病
気
は
進
行

し
そ
の
他
の
成
人
病
を
併
発
し
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」
や
「
基
本
健
康
診
査
」

で
、
「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
で
確
実
に

病
気
を
治
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
毎
年
1
回
は
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

大
村
市
で
は
、
市
内
の
医
療
機
関
で
1

年
中
、
次
の
健
康
診
査
が
受
診
で
き
ま
す
。

総
合
健
康
診
査

肝
機
能
検
査
、
糖
尿
病
や
心
電
図
検
査

な
ど
を
行
う
「
基
本
健
康
診
査
」
と
「
胃

が
ん
」
「
肺
が
ん
」
検
診
を
ま
と
め
て
実

施
し
ま
す
。

実
施
期
間

1
年
中
(
た
だ
し
、
祝
祭
日

て 椙負対を
実子 γ 担象除
施宮ハ金者き
しがが ま

総合健康診査(基本健康診査・胃がん検診・肺がん検診)it包2、話主
。乳 1:!:さ O 以
が彰 O 上
ん O の
の円市
検民
言会
を
あ
わ
せ

実施医療機関

医療機関 電 三古 医 療 機 関 電 5舌
おおつか内科医院 @8080 長 野 病 院 ⑬1123 

岡内科医院 @3000 野口内科こども医院 ⑫2339 

川本内 科医 院 95675 原 医 院 @8427 

受，乏' 尾 医 F完 @2056 フジイ胃腸科クリニツク ⑪8686 

近 藤 医 F完 91166 牧 山 医 院 @7831 

j畢田胃腸科内科医院 @1507 松 井 医 院 @6624 

早田 内 科 医 院 @3530 キ云 尾 医 院 @4412 

田 崎 医 院 @1234 松 永 医 院 @2943 

寺 井 医 院 @3574 南野クリニック @2233 

ともなが内科クリニック ⑪5000 南野内科消化器科医院 ⑬3731 

中 干す 医 F完 @2733 与那城医院 @5575 

長 崎 医 院 @8615 吉田内干ヰクリニック @1177 

( 

i( 

募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
大
村
保
健
所
に
備
え
つ
け
の

応
募
票
に
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

8
月
初
日
同

内
容
①
牛
乳
・
礼
製
品
部
門
②
緑
黄
色

野
菜
部
門
③
海
藻
・
小
魚
部
門

主
催
長
崎
県
・
船
長
崎
県
栄
養
士
会
・

長
崎
県
牛
乳
普
及
協
会
・
長
崎
県
食
生
活

改
善
推
進
連
絡
協
議
会

詳
し
く
は
、
大
村
保
健
所
(
宮
@
2
1

9
3
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

M
&
M
(ミ
ル
ク
と
み
ど
り
)

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
づ
く
り
の
源
は
食
生
活
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
は
、
牛
乳
・

乳
製
品
や
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
類
の
取
り

方
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
少
な
い
と
い
う

問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
」
れ
ら
の
食
品
を
組
み
合
わ
せ

た
料
理
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応

食中毒に
注意しましょう.ノ

懇親会、祝賀会

などでの注意
①弁当、鉢盛料理は出来るだけ早

〈食べましょう。また、長くな

った会食の料理は、おみやげと

して家まで持って帰らないよう

にしましょう 。

②刺身は、会食の前も冷蔵庫に保

管しましょう(刺身と煮物類と

は別皿にしましょう)。

お弁当を作るとき、

食べるときの注意

①新鮮な材料を使いましょう。

②熱をよく加え、生ものはぜった

いに使わないこと。また、同じ

容器につめ合わせるときは、ご

はんもおかずもさましてからに

しましょう。

③おにぎりは十分に子を洗ってか

ら作りましょう 。

④あったかいごはんしおかずは

別々の容器に入れるようにしま

しょう 。

⑤いざ出かけるときは、バスケッ

トなどの通気性のよいものに L、

れ、直射日光にあてたり、車の

窓カゃラスごしの日に当てないよ

うにしましょう 。

⑥きあ いただきま~す。お弁当

はできるだけ早〈食べましょう 。

( 

ι 
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時間がたつほど食中毒にかかる危険は増えてきます(大村保健所)



現

況

居

(児童扶養手当)

所
得
状
況
居
(特別児童扶養手当)

1
8
月
刊
日

i
9月
印
日
ま
で
に
提
出
を

i

⑦
児
蓑
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
や
長
期
療
養
中

な
ど
の
家
庭
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
そ
の
児
童
の

母
ま
た
は
母
に
代

っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
行
う
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
受
給
出
来

ま
せ
ん
。

手
当
の
額

(
月
額
)
児
童
1
人

1
3
万

8
、
2
2
0
円
、
児
童
2
人

1
5
、
0

0.

0
円
加
算
、
児
童
3
人
以
上

1
1
人
増
え

る
ご
と
に

2
、
0
0
0
円
加
算
(
所
得
に

制
限
が
あ
り
ま
す
)
。

児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
を
受
け
た
人

は
児
童
扶
養
資
金
貸
付
を
利
用
で
き
ま
す
。

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
の
手
当
は
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
初
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
っ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額

(
月
額
)
重
度
障
害
児
1
4

万
6
、
3
9
0
円
、
中
度
障
害
児
l
3
万

平
和
へ

の
援
一
一
目
い
新
た
に

長
崎
¥
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
だ
人
や
¥
戦
争
の
犠
牲
と
な

ら
れ
だ
人
芝
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
時
で
サ
イ
レ
ン
を
4
1

分

間
鳴
ら
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
¥
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
だ
し
ま
し
ょ
う

0

・8月
6
日

午

前

8
時
何
分
(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

・8月
9
日
午
前
竹
時

2
分
(
県
民
祈
り
の
日
)

・8月
刊

日

正

午

(

全

国

戦

没

者

追

悼

式

)

広報おおむら 平成 4年 8月号

Cl 

9
3
0
円
(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
①
②
と
も
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届

こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
審
査
す
る
た

め
の
大
事
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
④
平
成
4
年
1
月
2
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
4
年
度

(
平
成
3
年
1
月
か
ら
ロ
月
分
)
所
得
証

明
書
⑤
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
年
金
証

書

(児
童
扶
養
手
当
の
み
)
⑥
印
鑑

申
込
期
間

8
月
日
日
ω
1
9
月
刊
日
附

提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
3
)

県忠霊塔墓地
の供養

無縁 墓 地
関係者の方のご参列をお願いします。

@県忠霊熔墓地供養
日時 8月10日(月)、午前10時

場所 県忠霊塔旧陸軍墓地前(三城町)

主催 県殉国慰霊奉賛会大村市支部

。無縁墓地のうら盆供養
日時 8月10日(月)、午前 9時

場所 大村市斎場(徳泉川内町)

危険です

防火水槽には

近づかないで f

重
症
ゆ
身
障
害
児
施
設

諌
早
療
育
也
ン
タ

l

職
員
募
集

職
種
お
よ
び
資
格

・
正
看
護
婦
(
士
)
男

・
女

ω歳
ま
で

・
准
看
護
婦
(
士
)
男

・
女
川
山
歳
ま
で

・
理
学
療
法
士
・
:
男
・
女
初
歳
ま
で

・
作
業
療
法
士
・
・
・女
子
お
歳
ま
で

※
職
員
の
子
供
対
象
の
保
育
所
(
有
料
)

戦没者ご霊前!こ

供え物を差し上げます
うら盆を迎えるにあたり、戦没者

ご霊前に供え物を各地区遺族世話人

を通じて配布します。

万一届かない人がありましたら、

福祉課福祉係(内線 15 6) まで申

し出てく fごさい。

これから暑くなるにつれて

子供の水遊びガ多くなり¥例

年各地で防火水槽や用水掘で

の泊児等のいだましい事故ガ

発生しています。

防火水檀には近づかないよ

う注意してくだ、さい。

も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
療
育
セ
ン
タ
ー

(干

制

l
m
諌
阜
市
有
喜
町
7
2
4
8
0
9
5

7
・
お
・
3
1
3
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ

健康テレホふサービス
告 23-4646または合0958-26-5511

守
U

月 神経性胃炎
8 火 下肢静脈癌
月

水 子どもの肥満の

フマー
木 さかまつ毛

金 家庭内暴力

土日 子どもの包皮炎



8月15日精霊誠し
集積地への搬入は

-搬入は午後9時までに(厳守)

・爆竹等は危険ですのでご遠慮ください

・供え物類は必ず供え物置場へ

・各集積場所には駐車場を確保してませんので
支障のない限り徒歩で出向いてください

搬入は必ず午後9時までに指定の場

所にお願いします(供え物類で燃えな

い物は¥ビニール袋などに入れて供え

物置場ヘ〉。

精
霊
流
し
が
近
づ
い
て
き
ま
し

だ
。
美
し
い
大
村
遼
を
守
る
た
め
、

精
霊
船
や
供
え
物
を
海
や
川
に
流

さ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

地区名 集積場所

=浦 舟津、日泊、溝陸

鈴 田 三鈴橋付近、日焼

大村 市役所横埋立地

西大村 下水道浄水管理センター

竹松 オーケーフード空地広場

福重 郡川河口

松原 大村市北部運動広場

萱瀬 荒瀬、田下、黒木

指定集 積 地

※詳しくは町内会長、出張所まだは環境

衛生課公害規制係へお尋ねくだ、さい。

受
通
規
制

午
後

7
時

i
m時

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
図
の
通
り

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

-
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
出

来
ま
せ
ん
。

-
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は
次
の
所
か
ら

横
断
し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
地
区
:
・
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入

口
交
差
点

西
大
村
地
区
・
:
。ハ
l
ル
レ
l
ン
前
と
松
並

交
差
点

福
重
地
区
・
・
・
寿
古
石
油
庖
前
交
差
点

爆
竹
な
ど
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

し、 カ主
。て、、精

ま霊
す j束
。し

次で
の は

とょ
にく
ご花
注火
意で
くけ
7ごカ主
さ人

(図 1)大村地区交通規制略図

一般車両通行禁止

lE 

l ifDu 
同↓団J 

J 
-
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

-
花
火
を
使
用
す
る
場
合
は
花
火
責
任
者

が
い
り
ま
す
(
一
隻
に
つ
き
1
人
の
み
花

火
を
使
用
で
き
ま
す
)
。

-
花
火
責
任
者
は
赤
い
タ
ス
キ
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
(
警
察
署
で
交
付
し
ま
す
)
。

-
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

0

.
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所

・
せ
ま
い
道

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

販
売
庄
付
近

・
花
火
販
売
庖
や
玩
具
庖
付
近

-
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庄

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
万

一

に
備
え
、
防
火
用
水
、
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
人
や
車
に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
花

火
の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

(図2)西大村地区交通規制略図

JE圃止
.一般車両通行禁止

精
霊
船
に
関
す
る

注
意
事
項

14 

-
精
霊
船
の
全
長
が

2
灯
を
超
え
る
と
き

は
、
大
村
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
締
め
切
り
は
8
月
7
日
働
ま
で

0

・
車
で
運
搬
す
る
と
き
は
、
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
。
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

と
き
は
警
察
の
許
可
を
受
け
る
。
横
積
み

は
し
な
い

0

・
精
霊
船
は
、
申
し
合
わ
せ
事
項
に
よ
り

長
さ
5
灯
以
下
、
幅
2
・
5
灯
以
下
、
高
さ

3
・
5
灯
以
下
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-
路
上
で
固
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

精
霊
船
説
明
会

道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

人
に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
ロ
日
閥
、
午
後
1
時
初
分

場
所
大
村
警
察
署

墓参りの火の始末は忘れずに/

l( 
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ご
み
を
出
守
前
に
也
う
-・・・闘-

度
・
・
:
:

ー
ご
み
の
資
源
化
・
自
家
処
理
・
減
量
化
に
ご
協
力
を

1

季
節
的
に
ご
み
量
が
多
く
な
る

時
期
と
な
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す

前
に
も
う
一
度
、
資
源
化
・
自
家

処
理
な
ど
に
心
が
け
、
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ご
み
の
収
集
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に

出
来
る
よ
う
次
の
、
』
と
に
心
が
け

~(fØ 忠告
お盆の は

1ク鹿〈捌~@
~乾燥活泥も分配します~

@ごみ板集(燃えるごみ)

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
c

-
水
分
の
あ
る
ご
み
は
、
水
切
り

を
充
分
に
行
い
衛
生
的
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

-
ご
み
は
出
来
る
だ
け
透
明
な
袋

で
出
す
よ
う
、
ま
た
分
別
排
出

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
個
別
に
収
集
す
る
の
は
、
収
集

効
率
が
低
下
し
ま
す
。
ご
み
容

器
は
、
収
集
が
迅
速
に
行
く
よ

う、

道
路
側
へ
持
ち
出
す
な
ど

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
狭
い
道
路
な
ど
で
の
駐
車
は
収

集
車
の
進
入
を
妨
げ
ま
す
し
、

収
集
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
収
集
車
が
進
入
す
る
道
路
で
は
、

生
垣
な
ど
樹
木
が
生
い
繁
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
毛
虫
な
ど
の
発
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
せ
ん
定
と
駆

除
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

-
家
の
回
り
や
墓
地
な
ど
で
の
除

草
の
始
末
は
、
自
家
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

-
風
の
強
い
日
な
ど
は
、
ポ
リ
容

お盆が近づいています。家

庭のごみ収集については、 8

月15日(士)・ 16日(日)の 2日間は

収集しません。お盆に向け、

集 中してごみがセンターに摘2
入されますので、計画的に早

く出される ようご協力 くださ

搬入時間 9 : 00-11 : 30 

13 : 00-16 : 00 

(土曜日は11: 00まで)

。し尿くみ取り・8月15日(士)・16日(日)の 2日

間は、 くみ取りは行いません。

乾燥汚泥の分配 有機質肥料

として効果のある乾燥汚泥を

無料で差し上げています。

少量入用の人は袋を持参 し

てください。多量(軽 トラ ッ

クに 1台以上)に入用の人は、

前もって清f昔センターまで電

話予約を お願いします。

大村市清掃センター(森園

町宮⑮3100) (1 

器
の
フ
タ
が
風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
、
ヒ
モ
で

つ
な
げ
る
な

ど
予
防
策
を
考
え
ま
し
ょ
う

0

・
事
業
所
(事
務
所

・
商
庖

・
飲

食
庖
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
)
か
ら

生
じ
た
ご
み
は
、
事
業
者
自
ら

処
理
す
る
の
が
原
則
で
す
。

特
に
事
業
系
の
ご
み
が
増
加
し

て
い
ま
す
の
で
、
減
量
化
と
自

家
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課
料

金

係

(
包
(⑪
4
1
1
1
内
線
4
1

1

・4
1
2
)

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
納
期

第

1
期
分
は

8
月
末
日
ま
で
に

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
、
第

1
期
分
の
納
期
限
は

8
月
末
日
で

す
。
納
入
通
知
書
を
8
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

8 t毎
月区
6橡
日未
γ 調

予警
定査
さ玄

22萎
""C員
い選
ま 挙
すが

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
は
、

漁
業
者
お
よ
び
漁
業
従
事
者
を
主

体
と
す
る
海
区
漁
業
調
整
機
構
で

あ
り
、
今
回
の
選
挙
は
、
公
選
に

よ
り
選
任
さ
れ
る
漁
民
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
も
の
で
す
。

告
示

B

7
月
お
臼
ば

投
票
日

8
月
6
臼
附

不
在
者
投
票

7
月
お
日
i
8
月

5
日
(
午
前
8
時
初
分

i
午
後
5

時
)

選
挙
権
、
被
選
挙
権

①
漁
業
を
営
む
人
(法
人
を
含
む
)

ま
た
は
漁
業
従
事
者
で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
海
区
に
沿
う
市
町
村
に
住

所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
こ
と
。

③
1
年
に

ω日
以
上
、
漁
船
を
使

用
す
る
漁
業
を
営
み
ま
た
は
、
」
れ

に
従
事
す
る
こ
と
。

④
昭
和
必
年
ロ
月
6
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

⑤
右
記
の
人
で
、
平
成
3
年
ロ
月

5
日
に
確
定
し
た
選
挙
人
名
簿
に

記
載
さ
れ
た
人
。

(
注
)
立
候
補
者
数
が
改
選
の
数

と
同
数
の
場
合
な
ど
は
投
票
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
選
挙
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、

大
村
市
選
挙
管
理
委
員

会

(

宮

@
4
1
1
1
内
線
3
4
0
・

3
4
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健闘を祈ります
全国高校総体

6月 6 日~g日まで行われだ

「長崎県高等学校総合体育大会」

で、市内の高校も大健闘。次の

種目ガ8月初旬、宮崎で開催さ

れる「全国高等学校総合体育大

会-.JIこ出場されます。

選手の皆さんのご健闘をお祈

りします。

出場校・種目

@向陽高校=ソフトボール女子、

剣道〈女子個人〉

@大村高校=弓道 〈女子個人〉、

漕艇 〈男子舵手{寸フォ戸・男子

シングルス力ル・女子ダブルス

力ル〉

@大村工業高校= 体操(男子団

体〉、戸一チェ1)-(男子団体・

女子個人〉、レスリング(115 kg 

超級〉

。大村園芸高校=漕艇〈女子舵

手{寸フォ戸・女子シングルスカ

ル〉、陸上(男子300m)

Fh
d
 



市
制
施
行
日
周
年
記
念
事
業

お
お
む
ら
ハ
イ
テ
ク
・
物
産
ブ
ェ
ア

m月
3
日
働

i
4白
骨

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
(
池
田

2
丁
目
〉

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ハ
イ
テ
ク
・
物
産

フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
大
村
市
に
あ

る
日
取
新
の
技
術
設
備
を
揃
え
た
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
、
ナ

ガ
サ
キ
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
を
核

と
す
る
技
術
の
発
進
基
地
と
し
て

の
「
技
術
の
ま
ち
お
お
む
ら
」
を

市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
理
解
を

深
め
、
企
業
の
人
材
確
保
対
策
の

一
助
と
し
、
ま
た
、
市
内
の
物
産

品
の
啓
蒙
を
図
り
物
産
振
興
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。各

企
業
等
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
機
会
に
受
注
拡
大
を
図
ら
れ

る
た
め
、
各
企
業
等
の
優
れ
た
製

品
や
加
工
品
な
ど
を
当
フ
ェ
ア
に

積
極
的
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

租
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
ほ
し
ゅ
う

-E同校
生
は
作
文
・
中
学
生
は
標
語
H
H

次
代
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、

税
の
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
募
集
し

て
い
ま
す
。

。
古
向
枝
生
の
作
文

テ
ー
マ
内
容
が
税
に
関
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
く
、
テ
ー

マ
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
家
庭
や
自
分
の
周
囲

期

日

刊

月

3
日
出
・

4
日
刷

会
場
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

運
動
場
(
池
田
2
丁
目
・
ハ
イ
テ

ク
パ

l
ク
内
)

出
展
小
間
間
口
加
×
奥
行
h

主
催
大
村
市
、
ハ
イ
テ
ク
・
物

産
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

共
催
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
、

大
村
物
産
振
興
協
会
参
加
企
業
全

士
」
d
1※

出
展
を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
所

定
の
申
込
用
紙
で
「
お
お
む
ら

ハ
イ
テ
ク
・
物
産
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
(
大
村
市
商
工
部
企
業

誘
致
対
策
室
)
」
宛
、

8
月
訂
日

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
申
込
用
紙
は
企
業
誘
致
対
策

室
に
あ
り
ま
す
)

ま
す
。

締
め
切
り
お
よ
び
送
付
先

9
月
7
日
何
ま
で
に
諌
早
税
務
署

総
務
課
へ

※
優
秀
作
文
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

で
日
常
体
験
し
た
こ
と
や
、
学
校

な
ど
で
教
わ
っ
た
税
に
つ
い
て
の

'
O
中
学
生
の
標
語

意
見
や
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
高
校
の
生
徒
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
数
お
よ
び
字
数

一
人
一
編
に
限
り
ま
す
。
字
数

は
3
千
字
以
内
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
学
校
ま

た
は
税
務
署
に
備
え
付
け
て
あ
り

テ
ー
マ
内
容
が
税
に
関
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
く
、
テ
ー

マ
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
道
路
や
橋
な
ど
身
近

に
使
わ
れ
て
い
る
税
を
標
語
に
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
中
学
校
の
生
徒
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
数
一
人
何
編
で
も
よ
く
、

特
に
制
限
は
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
学
校
ま

た
は
税
務
署
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

締
め
切
り
お
よ
び
送
付
先

9
月
刊
日
嗣
ま
で
に
諌
早
税
務
署

総
務
課
へ

。

※
優
秀
標
語
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
総
務
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

j!j内〉

液???日により 吋 ;i;??:?
利
子
補
給
金
の
申
請
を

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を

取
得
し
た
人
は
、
利
子
補
給
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0

0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新

築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築

を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還

月
が
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
5

年
3
月
紅
白
ま
で
に
該
当
す
る
人
。

利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万

円

(
1
か
年
限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課幅



広報おおむら平成 4年 8月号

国
家
公
務
員
採
用
試
験

@
刑
務
官

A
・
B
(高
卒
程
度
)

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日

l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

(
A
は

男
子
、

B
は
女
子
)

。
入
国
警
備
官
(
高
卒
程
度
)

資
格
昭
和
叫
年
4
月
2
日
l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

。
皇
{
呂
護
衛
官
(
高
卒
程
度
)

資

格

昭

和

μ
年
4
月
2
日
l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

@
航
空
保
安
大
学
校
門
午
生
(
管
制・

情
報
・
電
子
)
(
高
卒
程
度
)

資
格

①
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
て
、
高
校
ま
た
は
高
専

卒
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
お

よ
び
、
人
事
院
が
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
人
。

@
航
空
管
制
官
(
大
卒
程
度
)

資
格

①
昭
和
お
年
4
月
2
日

1

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
短
大

・
高
専
卒
お
よ
び
卒
業
見

込
み
の
人
ま
た
は
、
人
事
院
が
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
期
間

い
ず
れ
も
8
月
れ
日

働

1
9
月
3
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干
印
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
l
u
l

l
E
仰
・

4
3
1
・
7
7
3
3
)

県
職
員
採
用
試
験

ー
高
校
卒
業
程
度

l

@
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、

林
業
、
農
業
土
木

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日

i
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

試
験
日

9
月
幻
日
同

。
受
通
巡
視
員

資
格
昭
和
位
年
4
月
2
日

1ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

試
験
日
目
月
四
日
同

ノずザ一、タ守ンス、カラオケ、

コーラスなど楽しい催しがし、

っぱい/踊れなくてもだいじ

ようぶ。みんなで参加してみ

ましょう/一

日時 8月22日(土)、午後 7時

~9 時30分

場所市 コミセン駐車場広場

(雨天の場合は大会議室)

@
警
察
官

B

資

格

昭

和

ω年
4
月
2
日
l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
警
察

官
A
該
当
者
は
除
き
ま
す
)

試

験

日

刊
月
四
日
制

。
婦
人
警
察
官

資
格
昭
和
紛
年
4
月
2
日
i
印

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
子

試
験
日
刊
月
四
日
制

申
込
期
間
い
ず
れ
も
8
月
M
日

制
1
9
月
日
日
働

問
い
合
わ
せ

県
人
事
委
員
会
事

務
局
総
務
課
試
験
班
(
宮
0
9
5

8
1
M
i
l
l
-
-
)
 

自
衛
官
採
用
試
験

@
一
般
曹
候
補
門
ヰ
生

資
格

高
卒
(
見
込
)

満
の
人

@
曹
候
補
士

資
格

高
卒

で
幻
歳
未

で
幻
歳
未

(
見
込
)

福
重
郷
土
芸
能

夏

祭

り

日
時

8
月
8
日
出
、

i
m時

場
所
市
農
協
福
重
支
所
駐
車
場

催

し

伝

統
芸
能
出
演
、
町
内
対

抗
演
芸
大
会
、
太
鼓
演
奏
、
福
引

き
、
子
供
綱
引
き
、
川
口
三
姉
妹

シ
ョ

l
、
売
庖
、
樽
み
こ
し
な
ど

主

催

福

重
商
工
振
興
会

問
い
合
わ
せ
森
(
宮
@
8
6
5

7
)
 

午
後
5
時

満
の
人

申
込
期
間

凶
日
側

@
航
空
学
生

資
格

高
卒
(
見
込
)

満
の
男
子

申
込
期
間

8
月
1
日
出
1
9
月

凶
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

8
月
1
日
仕
1
9
月

で
幻
歳
未

防
火
管
理
者
講
習
会

消
防
法
に
基
づ
き
、
防
火
管
理

の
資
格
取
得
講
習
会
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

種

類

甲

種

期
日
・
場
所

9
月
2
日

・
3
日

(
2
日
間
)
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

8
月
6
日
偏
l
m
日

側問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
設
備

指
導
係
(
宮
@
4
1
3
8
)

U
タ
ー
ン
希
望
者
対
象

企
業
説
明
会

@
佐
世
保
会
場

日
時

8
月
日
日
閥
、

午
前
叩
時

1
午
後
3
時

場
所

佐
世
保
市
体
育
文
化
館

。
長
崎
会
場

日
時

8
月
U
日
樹
、
午
後
1
時

ω分
1
4
時
初
分

場
所
県
農
協
会
館
7
階

問
い
合
わ
せ
県
労
働
部
職
業
安

定
課
人
材
確
保
対
策
班

(2
0
9

5
8
@
1
1
1
1
)
 

視聴覚ライブラリー

e1人ぽっちの狼と7匹の子ゃぎ(戸二メーショス紛)

・へンゼルとグレーテル )) 20分)
・木龍うるし ( μ 20分)

<< ) 

と
し
よ
か
ん

夏
休
み
こ
ど
也
大
会

た
の
し
い
お
は
な
し
の
会
で

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月

n
日
出
、
午
後

2

時
i
3
時

場
所

市
立
図
書
館

対
象
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

内
、
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

内
容
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
・
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

・
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
パ
、
不
ル
シ

ア
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館

(宮

@
2
4
5
7
)

程

10 : 00-11 : 00 14 : 00-15 : 00 

8月4日ω 三浦住民センター 福重住民センター

8月5日体) 中地区公民館

8月6Bt柑 鈴田住民センター 松原住民センター

8月7日働 萱瀬住民センター 竹松住民センター

8月8日出 市コミセン 西大村コミセン

日

(fi@ 3161 

※入場無料

問い 合わせ 視聴覚ライブラリ ー

市 コミセ ン内)まで
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消
費
生
活
夏
期
講
座

受

講

者

新
た
な
消
費
者
問
題
に
対
し
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
価
値
観
と
選
択
眼
を
持
ち
、

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
消
費

者
育
成
を
行
い
ま
す
。

対

象

小

中
高
校
教
諭

・
一
般

日
時
・
会
場

・
8
月
刊
日
附
、

県
消
費
生
活
セ

ン
タ
l

・
8
月
初
日
側
、
佐
世
保
市
商
工

会
議
所市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 3K 15，900 

2 j也 田 1 3DK 15，500 

種 久原第二 1 3DK 16，600 

古賀島 2 3DK 
22，500 
-25，500 

両
会
場
と
も
午
前
叩
時
1
午
後

3
時

募
集
人
員
各
会
場
初
人
(
先
着

順
)

受
講
料
無
料

申
込
方
法
郵
送
ま
た
は
電
話
で

氏
名
・
住
所
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
〒

制
長
崎
市
大
黒
町
3
番
1
号
交
通

産
業
ピ
ル

4
階
8
0
9
5
8
・
ぉ

・
2
7
8
1
ま
た
は
M
・
0
9
9

9 
消
費
生
活
通
信
講
座

受

講

者

一
般
消
費
者
を
対
象
に
、
消
費

生
活
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
内

容
と
し
た
通
信
講
座
を
通
じ
、
自

主
性
を
も
っ
た
健
全
な
消
費
者
を

育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

募
集
人
員

1
、
0
0
0
人

資
格
県
内
に
在
住
す
る
一
般
消

費
者

学
習
期
間
日
月
1
来
年
2
月

(
5
か
月
間
)

内
容

①
最
近
の
商
品
テ
ス
卜
情

報
②
最
近
の
苦
情
相
談
事
例
よ
り

③
住
ま
い
の
害
虫
(
ゴ

キ
ブ
リ
・

臼
ア
リ
・
ダ
ニ
の
予
防
・
駆
除
)

④
消
費
者
の
権
利
と
責
任
⑤
長
寿

社
会
に
お
け
る
消
費
者
問
題

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
送
料
の
み
自
己
負
担
)

募
集
締
め
切
り

9
月
刊
日
嗣

申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、

職
業
ま
た
は
所
属
団
体
名
を
記
入

し
、
郵
送
料
(
切
手
)
を
添
え
て

入居資格

①市内に住所、または勤務場所を有する人。

②現に同居し、または同居しようとする親

族(婚姻の届け出をしていないが、事実

上婚姻関係と同様の人、その他婚約者を

含む)があること。

③独立の生計を営み、かつ家賃および敷金

を支払う能力のある人。

④現に住宅に困窮してることが明らかな人。

⑤収入制限があります。

申込期間 8月 1日(土)-10日(月)

抽選日 8月20日(柑 午 前10時30分

申し込み・問い合わせ 建築課

ふるさとの
歴史探訪ツアー参加者

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
団
体
の
申
し
込
み
は
代

表
者
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
、

テ
キ
ス
ト
の
送
付
を
も
っ
て
決

定
通
知
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
啓

発
育
成
班
(
干
制
長
崎
市
大
黒
町

3
1
1
交
通
産
業
ピ
ル

4
階
宮

0

9
5
8
・
お
・

2
7
8
1
)

勤
青
ホ

l
ム

講
座
受
講
者

-
書
道

・
ペ
ン
習
字
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
紙
ね
ん
土
・
ア
l
ト
フ
ラ

ワ
ー勤

労
青
少
年
ホ

l
ム
は
趣
味
的

活
動
の
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
ホ

ー
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

若
い
人
々
の
ふ
れ
合
い
が
あ
り
親

し
い
友
人
が
で
き
ま
す
。
い
つ
も

楽
し
く
笑
い
声
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
ま
す
。

一
日
の
仕
事
の
疲
れ
を
は
寸
し
て

く
れ
る
集
い
の
場
な
の
で
す
。

ぜ
ひ

一
度
ホ

l
ム
へ

足
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。
(
講
座
料
無
料
)

問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
台
@

1

3
5
3
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

。。

1
9
月
コ
ー
ス
ー

内
容
・
ワ
ー
プ
ロ
(
一
太
郎

・

初
級
)
・
ワ
ー
プ
ロ
(
一
太
郎
・

中
級
)
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
入
門
・
パ

ソ
コ
ン
実
務
(
ロ
l
タ
ス
中
級
)

・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
リ
レ

1
基

礎
)
・
マ
イ
コ
ン
制
御
・
ア
l
ク

溶
接
特
別
教
育
・

3
級
ガ
ソ
リ
ン

・
2
級
ジ

l
ゼ
ル
・
2
級
ボ
イ
ラ

・
イ
ン
テ
リ
ア
パ
l
ス
・
木
工
技

術
(
初
級
)

申
込
期
間

8
月
1
日
出
l
m
日

同申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
@
2
7
2
1
)

(〒854諌早市城見

圏域内(2市10町)に数多くある自然景

観・文化財な Eを訪ね、地域の伝統、風土

に接しながら、ふるさとの魅力を再発見し

ませんか。

日時・場所 8月28日(命、大村市役所前出

発は午前10時

コース (大村出発は Bブロック)鬼塚古

墳(小長井町)→轟渓谷(高来町)→金比

羅山(諌早市)→富川渓谷(諌早市)→市

役所前

募集人員 20人(先着順)

対象者だれでも 参加できます

保護者同伴)

参加料無料

申込期限 8月10日何)必着

申込方法ハガキに参加を希望するブロッ

クおよび住所、氏名、年齢、電話番号を明

記のうえ申し込んでください。

・このツアーは、 県央地域市町で 8月25・

28・31日、 A-Cブロック(コースは違い

ます)に分かれて行われます。

大村出発 (Bブロック)以外のどのブロ

ックへの参加もできます。

詳しくは事務局へお尋ねください。

申し込み・聞い合わせ

県央広域圏組合事務局

町24-18宮⑫0119)

(小学生は

、4



広報おおむら平成 4年 8月号

第
幻
回

県
展
作
ロ
∞

会
期

・
長
崎
会
場
9
月
4
日
働
1
日

日

ω、
9
月
日
日
働
i
U
日間口

-
佐
世
保
会
場
叩
月
1
日
同
1

日
日
回

部
門
日
本
画
、

洋
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
、
写
真
、

書
、
彫
刻

出
品
規
定

・
資
格

l
昭
和
臼
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
。
県
内
に
居
住

す
る
人

0

・
出
品
点
数

1
各
部
門
1
人
2
点

以
内
、
自
作
未
発
表

・
出
品
料

1
1
点
3
、
0
0
0
円、

高
校
生
は
1
、
5
0

0
円

出
品
申
込

8
月
1
日
出
1
刊
日

円
月

申
込
先

第
幻
回
県
展
事
務
局

(
〒
制
長
崎
市
立
山
町
1
1
1

1
5
)
 

※
詳
し
く
は
画
材
庖

・
表
具
底
、

社
会
教
育
課
に
備
え
て
い
ま
す

実
施
要
項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

初
山
者
の

中
国
語
講
座
会
員

初
心
者
を
対
象
と
し
た
中
国
語

講
座
で
す
。

日
時

毎
週
木
曜
日
、

午
後
7
時

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
豊
竹

一
郎
(
松
原
本
町
)
初
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
村
崎
照
雄
(
今
村
町
)
叩
万
円

V
高
木
貞
春
(
兵
庫
県
明
石
市
)

初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
岩
室
ミ
ツ

エ
(
大
川
田
町
)
5

万
円

V
円
田
覚
治
(
宮
小
路
1
丁
目
)

3
万
円

V
中
尾
義
秋

(
陰
平
町
)
四
万
円

V
平
山
春
代
(
富
の
原
1
丁
目
)

ベ
ッ
ト

。
一
般
寄
付

富
の
原
小
学
校
へ

V
十
八
銀
行
西
大
村
支
庖

1
楽
器

カ
ら

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

講

師

松

尾

謙

一
郎
先
生

申
込
方
法
入
会
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
直
接
会
場
へ

主

催

中

文
木
曜
会

カビ

J¥ 
ブ|
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員

①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
来
年
4
月
に
小
学
1
年
生

に
な
る
人
)
叩
人

②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
来
年
4
月
に

小
学
3
年
生
1
5
年
生
に
な
る
人
)

印
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・

学
校

・
学
年

・
保
護
者
名

.
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

初
万
円
相
当

V
富
の
原
小
学
校
創
立
叩
周
年
記

念
実
行
委
員
会

l
観
察
用
飼
育
合

出
万
円
相
当

V
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
書
籍

初
万
円
相
当

V
鹿
取
進
(
原
口
町
)
業
務
用
ク

リ
ー
ナ
ー
7
万
5
千
円
相
当

中
央
小
学
校
へ

V
十
八
銀
行
西
大
村
支
庖

1
楽
器

切
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室

l
唄
と
踊
り

ふ
す
凶
回
目
リ

原
叫
日
什
F

V
大
村
園
芸
高
校
家
庭
科

1
奉
仕

f 

申
込
先
市
コ
ミ
セ
ン
(
干
鰯

幸
町
お

i
お

宮

(⑪
3
1
6
1

「
親
子

1
日
電
気
教
室
」

発
電
所
と
波
戸
岬
を

訪
ね
ま
す

「
夏
休
み
親
子
1
日
電
気
教
室
」

の

一
環
と
し
て
、

玄
海
原
子
力
発

電
所
と
波
戸
岬
海
中
展
望
塔
の
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

日
時

8
月
9
日
側
、
午
前
9
時

出
発
l
午
後
5
時
帰
着
予
定

集
合
(
解
散
)
場

所

九

州
電
力
鮒

大
村
営
業
所

※
午
前
8
時
日
分
ま
で
に
ご
集
合

く
だ
さ
い
。

定
員

印
人
(
先
着
順
と
し
ま
す
)

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H

奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕

社
会
福
祉
基
金
へ

V
柳
原
光
雄

(玖
島
1
丁
目
)

叩

万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(
本
町
)

1
万
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
松
尾
寿
幸

(
大
里
町
)

3
万
円

V
吉
原
工
業
側

l
衣
類

三
彩
の
里
へ

V
吉
原
工
業
側

1
衣
類

V
あ
け
ぼ
の
奉
仕
団
(
長
崎
市
)

費
用
無
料
(
た
だ
し
、
弁
当
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

海
中
展
望
塔
を
見
学
さ
れ
る
人

は
大
人
5
0
0
円
、
子
供
2
5
0

円申
込
期
限

8
月
5
日
嗣

申
込
方
法
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
九
州

電
力
側
大
村
営
業
所
(
宮
②
2
1

7
1
)
 

大
村
戸
マ
チ
ュ
戸

無
線
ク
ラ
ブ

(
J
H
6
Y
V
A
)
〈
云
=
貝

大
村
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

は
、
防
災
無
線
メ
ン
バ
ー
と
し
て

地
域
防
災

へ
の
協
力
や
社
会
福
祉

繕

い
物
奉
仕

・
タ
オ
ル

慈
恵
荘
へ

V
吉
木
ト
ミ

エ
(
東
本
町
)
1
万
円

V
高
場
正
喜

(武
部
町
)
叩
万
円

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

V
大
塚
千
鶴
子
(
佐
賀
県
鹿
島
市
)

お
茶

V
原
生
花
庖
H
H
花
束

V
笹
田
猛

(南
高
来
郡
吾
妻
町
)

ジ

ュ
ー

ス

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
う

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

V
楠
ク
リ
ー
ン

l
理
容
奉
仕

V
み
か
ど
美
容
院

l
理
容
奉
仕

へ
の
奉
仕
な
ど
を
行

っ
て

い
る
ほ

か
、
年
聞
を
通
じ
楽
し
い
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

会

費

・

入

会
金
3
0
0
円

・
年
会
費
1
、
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

J
G
6
W
T
H
(
宮
⑪
0
7
2

2
石
井
)
ま
た
は
、

J
H
6
Y
V

A

(
ク
ラ
ブ
コ

l
ル
)
へ

健
康
ウ
オ
ー
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康カレジター8月の
8
月
は
、
市
県
民
税

(
2期
)
と
、
国
民
健
康
保
険
税

(
2期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

2日
当番医 16日

当番医

(日)
(内)近藤医院 東本町宮⑪1166

(日)
(内)川本内科医院 久原 1丁目 ft~5675 

(外・内)牧山医院 宮小路2丁目 ft@7831 (産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町 ft@8355 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~
18日

乳泊児健康相談 萱瀬出張所⑧9: 30-11 : 00 

3日
市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 00-9 : 30 

(火)

⑮母子健康手帳、ズボン T 9(日水)
妊婦教室(3) 市役所 13:00-16:00 

(月)
一般健康相談市役所 13: 00-16 : 00 

@母子健康子帳

⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定はか 3歳児健康診査 大村保健所

4日
⑧9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 

乳却児健康相談松原出張所 ⑧13: 30-15 : 00 20日 ⑨平成元年2月生まれ(63年8月-64年(平成元年)1月
(火) (木) 生まれて:まだ受けていない人も受診してください)

5日 ⑮母子健康子帳、問診票

(水)
妊婦教室(1) 市役所 13 : 00-16 : 00 定期巡回献血市役所 9 : 30-12 : 00 

⑮母子健康手帳

6日
1歳6か月児健康診査

(木)
機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30 21日

市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

⑮⑮一.7日(命と同 じ

4歳6か月児健康診査
(金)

成人の健康相談福祉センター 13:00-15: 00 

市コミセ ン ⑧13 : 00-13 : 30 
@⑪...7日働と同じ

⑮平成 3年1月生まれ(平成2年8月-12月生まれて、

23日
当番医

ア日
まだ受けていない人も受診してください) (内)南野クリニツク 乾馬場町 告 @2233

(金)
@母子健康子帳、問診票、歯ブラシ (日)

(産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮@6015
妊婦教室(5) 中地区公民館 9 : 30-13 : 00 

⑮母子健康手帳、エプロン、 みそ汁 25日
鈎児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

成人の健康相談福祉センタ- 13 :00-15 : 00 
(火)

⑧9 : 30-9 : 45⑮平成 2年2月-3月生まれ

⑪40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑮母子建康手帳、問診票、歯ブラシ、タオノレ

当番医
26日 妊婦教室岡) 市役所 13 : 00-16 : 00 

9日 (水) ⑮母子健康子帳

(日)
(内・呼)おおつか内科医院 西三城町 fi@8080 27日
(外・内)佐藤外科医院 杭出津2丁目 宮@3070

(本)
機能訓練根気の会福祉センタ- 13:30-15:30 

10日 乳幼児健康相談竹松出張所 28日 4歳6か月児健康診査

(月)
⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 

(金)
市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 ⑨⑮…・ 7日働と同じ

乳却兜健康相談市コミセン 30日
当番医

竹田 (内・小)寺井医院玖島 1丁目 宮@3574

(火)
⑧⑮・・・10日(月)と同じ (日)

(皮・泌)黒木医院西大村本町 2⑪0211 

12日
略号の説明 ⑪…対象 ⑧…党け付け ⑮...内容

妊婦教室(2) 市役所 13 : 00-16 : 00 
⑮…持ってくるもの

(水) ⑮母子健康子帳
当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
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1
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行
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人口の動き

ア月4日現在

人口 言十 75，078
(+103) 

男

女

35，869 
(+37) 

39，209 
(+66) 

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています

お気軽にご相談ください。

旨 人権相談 ( 6日・木 10: 00-15 : 00) 

め 行政相談 (13日・木 9: 30-12 : 00) 

定 法律相談 (19日・水 10: 00-15 : 00) 
例 (申し込みが10人になり次第締め切ります)

相 受通事故相談 (25日・火 10: 00-16 : 00) 

塾 年金相談 (26日・水 10: 00 -15 : 00) 

口 不動産相談 (28日・金 13: 00 -16 : 00) 23.499 
(+72) 

世帯数4 

)内は前月比

一 20-

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

8月の大村ボート(1日 ~5 日女子リーグ戦、 12 日 ~18 日お盆特

選レース、 22 日 ~26 日、 30 日 ~31 日 MB記念場外発売)
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